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　12月７日（火）から12月24日（金）までの
18日間の会期で開催された定例会は、議案26
件を審議し、すべて原案のとおり可決した。
　一般質問は14人の議員が行い、当局との活
発な議論を展開した。

☞　関宮高齢者総合保健福祉センターと大屋
デイサービスセンターは通所介護事業を行っ
ており、指名型により養父市社会福祉協議会を
指定管理者とするもの。定員は関宮18人、大
屋35人。期間は令和４年４月１日から３年間。

問　今まで５年間としていた指定管理期間を
今回３年間としたのはなぜか。また、施設が
老朽化しており修繕について中長期的な協議
はしているのか。
答　３年間としたのは、施設の老朽化と社会
福祉協議会が今後の事業展開を検討している
ため。両施設は大規模改修でなく、維持修繕

を行いながらサービスを継続することで合意
している。
問　関宮デイサービスの事業計画は、定員24
人から18人へ減員が示されている。地域の介
護需要は減少しているのか。
答　市内には複数の介護事業を行う民間事業
者があり、選択肢が増え利用者が減少してい
る。少人数の地域密着型への転換で他事業所
との差別化を図り、経営改善も進めるものと
思われる。

☞　今年度末で指定管理期間満了となるため、
指名型でかいこの里の会を指定管理者とする
もの。指定管理料の上限は84万円で、期間は
令和４年４月１日から５年間。

問　施設の支援として、市の「養蚕プロジェ
クト」への位置付けや、養蚕振興に係る農林
業振興補助金が該当しないか検討するなど、さ
らに後押しできるのではないか。
答　指定管理者の活動への支援は必要と考え
ており、引き続き、養蚕に関する補助制度な
どの情報提供や申請等の協力は行いたい。

関宮高齢者総合保健福祉センター、大屋
デイサービスセンターの指定管理者の指定

上垣守国養蚕記念館及び大屋かいこの
里の指定管理者の指定

加齢性を含む難聴者の補聴器購入に対する公的補助制度
の創設を求める意見書

　市民団体から、難聴者の補聴器購入への補助制度について、加齢性を含む難聴者の補聴器購入
に対する公的補助制度創設を求める請願があり、委員会審査を経てその後、議会として意見書を
発議し、全会一致で可決しました。意見書の内容は以下の通りで、衆参両院議長をはじめ、関係
各大臣に提出しました。

　70歳以上の高齢者の半数が、加齢性の難聴者になると言われている。しかし、現在の補助制度は、
高度・重度難聴の身体障がい者に限られており、補聴器は標準的なものでも片耳３万～ 20万円と
高額で、加齢性の場合は保険適用もなく全額自己負担となっている。
　養父市は高齢化率が約40％と高く、補聴器の普及により生活の質を落とさず、心身とも健康で
すこやかに過ごすことができ、認知症予防や医療費の抑制にもつながると考えられる。
　よって、国におかれては、加齢性を含む難聴者の補聴器購入に対する公的補助制度の創設を要
望する。
          　　兵庫県養父市議会
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☞　市民の余暇の活用及び健康の増進を図る
とともに、交流による地域再生を進める施設
として管理運営を行うため指定管理者を（株）
ｆａｔマネジメントに指定するもの。指定管
理期間は令和４年４月１日から令和７年３月
31日までの３年間。
問　指定管理者は、地域との連携及び活性化
に対してどのような考え方か。
　また、指定管理者の事業計画及び収支予算
は、市の要件（指定管理料400万円含む）に合
致したものか。
答　指定管理者からは、既存事業の継続に加
え自主事業による既存施設及び遊休エリアの
十分な利活用等様々な提案をいただいている。
　運営にあたっては、利用者等から意見をい
ただきながら、市内の各種団体、事業者等と
連携し、地域活性化に向けた新たな拠点施設
として発展させていきたいという考え方であ
る。
　また、指定管理料については、人件費の上
昇や維持管理費を勘案して年間運営経費を見
直すとともに、コロナ禍や将来性を見据えて、
利用料収入を見直して試算したことにより、上
限価格を400万円としたもので、指定管理者か
らの提案価格は、施設管理運営に必要額を見
込んでいる。

　また、自主事業を含む事業計画も指定管理
期間の３カ年で見れば問題ないと判断したも
のであり、施設の設置目的達成に向けて合致
している。

☞　市道九鹿12号線として新たに市道認定し
ようとするもの

問　今回の市道認定は、住宅地内、宅地開発
地内、農道を一路線とする市道認定であるが、
認定要綱には路面舗装が整備され、認定直後
の維持修繕が不要であるとする要件があり、農
道部分の路面舗装の未整備が抵触する。この
状況で市道認定は出来るのか。
答　要綱では、地元等で改良した区間につい
て市が寄附を受ける場合は、路面舗装が整備
されていること等を要件としているが、市が
新設又は改良する道路には、そうした要件は
ない。
　今回の農道区間は、市が地元等から寄附を
受ける区間ではなく、一般車両の利用増加や
既存の市管理排水路の保全に対応するために、
市が改良する区間として市道認定するもので
あり、農道区間の路面舗装については、市道
認定後に市が整備する。

▲

　

現
地
調
査
の
様
子

養父市はさまじ里山の森公園の指定管
理者の指定

市道路線の認定
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　子育て世帯臨時特別給付金（０歳から高校
生までの子どもたちに１人当たり10万円相当
の給付を行う事業）の内、５万円を12月末ま
でに給付するもの。
　年内支給を実現するために、委員会付託を
省略し、即決により原案可決した。

　主な歳入

区 　 　 分 金 　 額
市 　 民 　 税 6,000万円
固 定 資 産 税 △4,900万円
衛 生 費 国 庫 負 担 金 　2,515万円
民 生 費 国 庫 補 助 金 4億5,604万円
農林水産業費受入金 　2,365万円
土 　 木 　 債 △5,510万円

　主な歳出

区 　 　 分 金 　 額
社 会 福 祉 総 務 費 2億9,454万円
児 童 福 祉 総 務 費 1億6,286万円
予 　 防 　 費 3,550万円
農 業 振 興 費 3,473万円
河 川 維 持 費 △5,800万円

　補正第６号は、事業精査による補正と、コ
ロナウイルス感染症対策として、生活困窮世
帯臨時特別給付金（住民税非課税世帯への10
万円支給）、新型コロナウイルス影響緩和米生
産農家緊急給付金（米生産農家の営農意欲維
持のため、生産経費の一部を支援）等が主の
もの。予算特別委員会で審査後、本会議にお
いて原案可決した。

問　新型コロナウイルス影響緩和米生産農
家緊急給付金は、10アール当たり5,500円で、
種苗代相当額の２分の１の給付だが、給付
対象者数の根拠は何か。

答　支援対象者は、令和３年度に水稲作付
実施計画書を提出し、10アール以上作付け
している農家数である。申請書を給付対象
者に送付し、個人で申請していただくよう
に考えている。

　補正第７号は市独自の施策として、子育て
世帯臨時特別給付金の所得制限を撤廃し、当
該年齢のすべての子どもたちに10万円を支給
するもので、原案可決した。

　国民健康保険特別会計は、令和2年度分の事
業費の確定による国県補助金給付の返還等お
よび他会計繰入金等が主なもの。
　後期高齢者医療特別会計、介護保険特別会計
及び水道事業会計補正は、前年度の事業費の
確定、また当年度の事業精査によるもの。全
議案とも原案可決した。

令和３年度　12月補正予算
内訳　一般会計補正（第5号）　　　　　　　　　   １億6,072万円
　　　一般会計補正（第6号）　　　　　　　　　   ５億　920万円
　　　国民健康保険特別会計補正（第3号）　　　　　    1,272万円
　　　後期高齢者医療特別会計補正（第2号）　　　　　  376万円
　　　介護保険特別会計補正（第2号）　　　　　　　　  179万円
　　　水道事業会計補正（第2号）　　　　営業外収益　　94万円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　営業費用　　    229万円
　　　一般会計補正（第7号）　　　　　　　　　　　　   500万円

一般会計補正予算（第5号）

一般会計補正予算（第6号）

一般会計補正予算（第7号）

特別会計補正予算の要点
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新文化会館整備事業等特別委員会
中間報告

　11月19日（金）、やぶ市民交流広場（ＹＢファ
ブ）のＣＭ方式による整備事業の総括、供用
後の利用状況及び八鹿文化会館・八鹿公民館
解体工事の進捗状況について調査した。

（１）ＣＭ方式による事業の総括について
　事業全般の管理は、ＣＭ方式を導入して進めて
きた。その成果検証は、有識者で構成のＣＭ委員
会が行い、報告を終えている。
　発注手法については、関西エリアでは初となる
ＥＣＩ方式を採用して実施設計にあたり、施工者
の技術的なノウハウ及び市民意見を生かし、効率
的により良い施設建設を目指してきた。
　ＣＭ業務の総括として、市民会議やワーク
ショップ等で市民との意見交換を重ね実施設計へ
反映し、品質確保等が概ねできたことで、ＥＣＩ
方式の導入を高く評価している。
　建物の建設工事については、特にホールの音響
性能の高さが専門的見地からも高い評価を受けて
いる。
　この事業における地元への経済効果は市内事業
者への資器材費及び工事等の発注額が８億6,800
万円、但馬内事業者へは12億7,700万円となり、
合計21億4,500万円であった。
（２）八鹿文化会館・八鹿公民館解体工事の進
　　捗状況について
　八鹿文化会館・公民館の解体工事は、本施設を
ワクチン接種会場として使用する必要があったた
め、10月の着工ができず年度内完了が厳しくなり、
翌年度へ繰越しする予定である。また、アスベス
トの細部調査結果によっては、工期、工事費に影
響する可能性がある。
　現在、近隣住民への説明会や家屋調査を終え、
アスベスト調査等を進め、仮囲いを設置し不要備
品等を搬出している。
（３）ＹＢファブの利用状況について
　貸館の利用者については、リハーサル室、音
楽スタジオは10月に514人、公民館７室では
合計1,315人の利用状況となっている。

　ホールの使用実績は10月以降2,817人で、観
客数50％規制での実績である。
　図書館の利用状況は、図書の貸出数が、９
月2,835冊（189冊/日）、10月3,894冊（144.2
冊/日）、11月13日現在1,367冊、図書カード
登録は、新規307名、再登録80名で市外から
の登録39名を含んでいる。図書貸出者数は、
９月49.3人/日、10月37.1人/日、11月13日現
在32.9人/日である。公園広場等では、多くの
幼児や子どもたちが遊び、八鹿小学校の校内
マラソン大会も開催された。

　本事業は、事業管理にＣＭ方式を導入し、
これまでにない手法による事業推進で完成
を見た。設計、建設の段階から市民の想い
を反映することができる工事手法の意義を
ＣＭ委員会報告書で述べている。用地面積
の増加やアスベスト対策等により総事業費
は、35億円から約44億円に増加し、コロ
ナの影響などにより、引渡しは令和３年３
月末から７月末に延期されている。関西初
のＥＣＩ方式により施工事業者の技術的ノ
ウハウや市民意見を反映させたことは評価
できるが、コスト面への反映は見えない部
分でもある。建設工事に伴う市内事業者を
含む但馬内事業者への発注等は、総額21億
4,500万円に上り、地域経済にも大きな効果
をもたらした。
　八鹿文化会館・八鹿公民館の解体工事は、
アスベスト撤去において、法に沿った処理
を遵守し、近隣住民への騒音、振動、ほこ
りの軽減に努めて安全管理の徹底が求めら
れる。
　やぶ市民交流広場は、アフターコロナに
なれば利用者の増加が期待されている。公
園広場の利用については、多くの幼児、子
どもたちが芝生を走り回っている様子がみ
られ、遊具等の要望が高まると思われる。
　文化・芸術の新たな拠点であり市民の集
いの場として、利用者の声やニーズの把握
に努め、より良い施設となるよう今後の施
設整備に生かされたい。

まとめ
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〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

　市民の皆さんから広く提言や意見をいただ
くため、議会モニターを募集します。

 活動内容 
　下記項目のいずれかの活動を行っていただ
きます。
１　会議を傍聴し、その会議の運営に関する
意見を提出していただきます。
２　議会だより、議会ホームページ、ケーブ
ルテレビの議会放映、インターネット録画配
信等に関する意見を提出していただきます。
３　議長が依頼した市議会運営及び評価に関
する調査事項に回答していただきます。
４　市議会議員と一年に１回以上、意見交換
を行っていただきます。（※例年、年１回、
平日に開催）
５　政務活動費の使途に関する意見聴取に応
じていただきます。
６　議会基本条例に関する意見聴取に応じて
いただきます。
７　その他議長が必要と認めたことを行って
いただきます。

 応募資格 
　16歳以上の市民で、次に定める要件を全て
満たす方とします。
１　国及び地方公共団体の議会の議員でない方

２　常勤の国家公務員及び地方公務員でない方
３　現在、市の各種行政委員会の委員でない方
 任　期 
　令和４年４月１日から令和５年３月31日ま
での間
 募集する人数 
　20人以内
 謝　礼 
　無償（※意見交換会に出席した場合などは、
報償及び交通費相当額を支給することもあり
ます。）
 お申し込み方法 
　所定の応募用紙に必要事項を記入の上、期
限までに直接または、メール、郵送、ＦＡＸ
で下記あてにお送り下さい。
 お申し込み期限 
　令和４年３月15日（火）
 お問い合わせ・お申し込みは… 
養父市議会事務局（養父市役所３階）
　〒667-8651　養父市八鹿町八鹿1675
　電　話　079-665-6800　
　ＦＡＸ　079-665-6801
　メール　gikai@city.yabu.lg.jp

※個人情報は、募集の目的以外には使用しま
せん。

令和４年度　養父市議会モニターを募集します
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議 会改革
【議会のICT（情報通信技術）活用について】
　議会のICT化にむけて、12月定例会から電子
データと紙資料の併用による試験運用を開始
した。導入にあたり「養父市議会情報通信機
器端末使用に関する要綱」を定め、全議員を
対象としたタブレット導入研修会において基
本的な操作方法を確認し、利用を開始した。

　タブレット端末導入については
①資料の電子化（ペーパーレスによる経費
削減や事務の効率化、検索機能の活用に
よる情報管理の効率化・省力化など）
②連絡とスケジュール管理の効率化（情報
伝達ツールの一元化や多様な情報伝達手
段の確保、情報共有の即時性など）
③遠隔会議の運用に向けた体制整備（有事
の対策と業務継続の備えとする。また多
様な議員のなり手確保など）を当初の目
的としている。

　今後、３月定例会を引き続き試用期間とし
て運用し、導入における課題や活用について
協議したうえで、６月定例会からの本運用を
目指している。
【議長諮問】
　災害時等における議会対応に係る行動指針
策定について
　前期からの継続諮問項目について、新たに
「養父市議会における災害発生時の対応要綱」
及び「養父市議会災害対策本部設置要綱」を
制定し告示した。
　災害発生時の対応要綱は、市内で大規模な
災害等が発生した場合の議会及び議員の対応
方針や、議長の役割及び議員の対応基準を定
めたもので、市議会災害対策本部設置要綱は、
市の対策本部が設置された場合にこれと連携
し、災害対策の支援と被害の拡大防止や復旧
に寄与することを目的としたもの。
　要綱の主な内容は以下のとおり。（抜粋）

　養父市議会における災害発生時の対応要綱
（基本方針）
　地域の一員として住民の安全確保と応急
対応等に当たり、地域における共助の取組
が円滑に行われるよう努める。
　市対策本部及び当局が災害対応に専念し、
応急活動を円滑、迅速に実施できるよう、
必要な協力及び支援活動を行う。
（議長の役割）
　市対策本部及び関係機関並びに議員から
情報を収集し、議会災害対策本部（以下「議
会対策本部」という。）の設置を判断する。
（対応基準）
　議員は、災害の発生を覚知したときは、
議長又は議会対策本部の指示に従って行動
することを原則とする。
発災時（発災直後）
　安全確保並びに連絡体制の確保
初期（発災から概ね24時間以内）
 ・地域の被災状況等の情報を議会対策本部
に提供する。
 ・地域の防災組織等が行う災害時の救助・
支援活動に協力する。
中期（発災から概ね２～７日）
 ・議会対策本部より情報の提供を受けて災
害時の支援活動の推進に資する情報を提供
する。
 ・被災地域及び避難所等で情報収集を行い、
必要に応じて議会対策本部へ報告する。
後期（発災から概ね８日以降）
 ・避難所運営に関すること及び被災者から
の相談を受ける。

養父市議会災害対策本部設置要綱
（議会災害対策本部の所掌事務）
・市対策本部から災害情報、感染症に関する
情報等の提供を受け議員に情報提供を行う
こと。

・災害情報、感染症に関する情報を収集し、
及び整理し、市対策本部に提供すること。

・必要に応じて市長へ申入れを行うこと。

　今後、前期に策定した「新型インフルエン
ザ等発生時の対応要綱」も含め、議会の業務
継続計画の策定にむけて協議を継続していく。
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感
染
防
止
に
努
め
地
域
の
活
力
を

問　
現
在
の
社
会
情
勢
で
は

デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
業
務
の

効
率
化
は
必
要
不
可
欠
で
あ

る
。
養
父
市
の
未
来
に
デ
ジ

タ
ル
改
革
は
訪
れ
る
の
か
。

答　

必
ず
や
訪
れ
る
。
し
っ

か
り
と
成
し
遂
げ
て
い
く
。

問　
４
月
か
ら
Ｄ
Ｘ
推
進
計

画
等
を
所
掌
す
る
デ
ジ
タ
ル

推
進
室
が
新
設
さ
れ
た
。
そ

の
取
組
や
具
体
的
な
成
果

は
。

答　

国
が
示
す
子
育
て
、
介

護
な
ど
計
24
の
業
務
の
オ
ン

ラ
イ
ン
化
を
進
め
て
い
る
。

問　
多
く
の
市
民
、
特
に
高

齢
者
に
と
っ
て
期
待
す
る
効

果
は
何
な
の
か
。

答　

デ
ジ
タ
ル
化
は
近
寄
り

難
い
と
感
じ
る
が
、
あ
く
ま

で
手
段
・
道
具
で
あ
る
。ス
ー

パ
ー
シ
テ
ィ
や
国
家
戦
略
特

区
の
取
組
で
人
口
の
４
割
の

高
齢
者
が
効
果
を
実
感
で
き

る
よ
う
に
考
え
て
い
く
。

問　
コ
ロ
ナ
禍
で
の
イ
ベ
ン

ト
開
催
に
関
す
る
制
限
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
は
あ
る
の
か
。

答　

市
が
主
催
す
る
比
較
的

大
規
模
な
イ
ベ
ン
ト
等
は
県

の
基
準
に
合
わ
せ
て
い
る
。

但
馬
、
ま
た
は
南
但
馬
地
域

に
お
け
る
直
近
１
週
間
、

10
万
人
あ
た
り
の
感
染
者
数

に
応
じ
て
判
断
し
て
い
る
。

問　

市
民
へ
の
お
願
い
の

「
会
食
は
ひ
と
テ
ー
ブ
ル
４

人
、
２
時
間
程
度
以
内
」
と

し
た
根
拠
・
経
緯
を
問
う
。

答　

県
の
方
針
に
従
っ
て
い

る
。（
※
一
般
質
問
当
時
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
会
食

に
関
す
る
お
願
い
で
あ
り
、

厳
密
に
は
県
の
飲
食
店
利
用

に
関
す
る
お
願
い
と
は
異
な

る
内
容
で
し
た
。）

問　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
新
規
感
染
者
が
急
速
に
減

少
し
て
い
る
。

　

冬
季
を
迎
え
気
温
の
低
下

と
空
気
の
乾
燥
で
の
危
機
が

高
ま
る
時
期
と
合
わ
せ
、
年

末
・
年
始
に
会
食
な
ど
の
機

会
が
増
え
る
た
め
感
染
の

「
第
６
波
」
の
到
来
が
予
測

さ
れ
て
い
る
。

　

第
５
波
を
検
証
し
ど
の
よ

う
に
さ
れ
る
の
か
。

答　

養
父
市
に
お
い
て
は
新

た
な
感
染
者
も
出
て
い
な
い

こ
と
も
受
け
な
が
ら
、
コ
ロ

ナ
禍
の
中
で
こ
の
２
年
間
低

迷
し
て
い
る
地
域
の
経
済
、

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
の
再

生
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。
決
し
て

油
断
し
て
は
い
け
な
い
強
い

思
い
の
中
で
、
感
染
防
止
に

努
め
な
が
ら
市
民
の
皆
さ
ん

と
連
携
し
て
、
地
域
の
活
力

を
呼
び
戻
し
た
い
、
呼
び
返

ら
せ
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
後
し
ば
ら

く
の
時
間
を
置
い
た
時
が
、

最
も
ワ
ク
チ
ン
の
効
果
が
高

く
出
て
い
る
。

　

い
ま
３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
向
け
養
父
市
は
準
備

を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
、

す
で
に
２
回
目
の
接
種
か

ら
、
８
カ
月
を
迎
え
よ
う
と

し
て
い
る
医
療
関
係
者
等
に

つ
い
て
は
、
す
で
に
３
回
目

の
接
種
に
向
け
て
準
備
が
出

来
て
行
え
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。

　

順
次
市
民
の
皆
様
方
が
２

回
目
の
接
種
後
８
カ
月
を
迎

え
る
ま
で
に
、
接
種
券
を
送

付
し
３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
を
受
け
て
頂
け
る
よ
う
に

頑
張
っ
て
い
き
た
い
。

市
民
に
伝
わ
る
行
政
運
営
を

瀬原敬樹 議員

勝地貞一 議員

３
回
ワ
ク
チ
ン
接
種
を

実
状
に
沿
っ
た
制
限
を

デ
ジ
タ
ル
改
革
は
市
民

の
救
い
に
な
る
の
か

⑭
P12

⑬
P12

⑫
P12

⑪
P11

⑩
P11

⑨
P11

⑧
P10

⑦
P10

⑥
P10

⑤
P9

④
P9

③
P9

②
P8

①
P8

順番
頁

深  

澤  

　  

巧
　
議
員

若
手
農
業
者
支
援
と
民
生
委
員
に
つ
い
て

谷  

垣  

　  

満
　
議
員

若
者
に
魅
力
的
な
仕
事
を
養
父
市
に

足  

立  

隆  

啓
　
議
員

日
本
一
の
福
祉
と
子
育
て
小
規
模
特
認
校
に
つ
い
て

植  

村  

和  

好
　
議
員

市
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
に
つ
い
て

田  

路  

之  

雄
　
議
員

「
日
本
一
農
業
の
し
や
す
い
ま
ち
」の
実
現
を

津  

﨑  

和  

男
　
議
員

介
護
施
設
移
転
と
若
者
定
住
策
の
転
換
を

川  

瀬  

　  

稔
　
議
員

新
文
化
会
館
の
今
後
、
液
体
ミ
ル
ク
配
付

中  

島  

恵  

子
　
議
員

高
齢
者
と
女
性
の
問
題
を
問
う

淨  

慶  

耕  

造
　
議
員

訪
問
介
護
事
業
へ
の
固
い
意
志
を

田  

村  

和  

也
　
議
員

加
齢
性
難
聴
者
に
補
聴
器
購
入
支
援
を

西  

垣  

　  

司
　
議
員

森
林
環
境
譲
与
税
で
森
林
の
環
境
活
性
化

藤  

原  
芳  
巳
　
議
員

真
の
ま
ち
づ
く
り
と
は

勝  
地  

貞  

一
　
議
員

感
染
防
止
に
努
め
地
域
の
活
力
を

瀬  

原  

敬  

樹
　
議
員

市
民
に
伝
わ
る
行
政
運
営
を

　
質
問
者
氏
名
・
テ
ー
マ
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問　

こ
の
計
画
が
創
り
出
す

10
年
後
の
養
父
市
を
、
市
長

は
ど
の
よ
う
に
イ
メ
ー
ジ
さ

れ
て
い
る
の
か
。

答　

イ
メ
ー
ジ
は
計
画
に
あ

る
と
お
り
だ
。
コ
ロ
ナ
禍
や

デ
ジ
タ
ル
社
会
に
よ
る
時
代

の
大
き
な
変
化
を
感
じ
て
い

る
。
根
底
に
あ
る
持
続
可
能

な
ま
ち
づ
く
り
を
、
若
い
職

員
た
ち
に
期
待
し
て
い
る
。

問　
計
画
が
定
め
た
人
口
目

標
と
、
研
究
機
関
に
よ
る
推

計
値
と
の
数
値
の
大
き
な
差

に
対
す
る
見
解
を
問
う
。

答　

計
画
の
持
つ
意
味
と
し

て
、
夢
や
希
望
を
描
い
て
い

く
こ
と
も
必
要
な
こ
と
だ
。

人
口
目
標
は
「
坂
の
上
の
雲

（
司
馬
遼
太
郎
）」
で
あ
る
。

問　
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
構
想

の
再
提
案
に
は
、
住
民
の
合

意
形
成
が
必
要
と
さ
れ
て
い

る
が
、
何
を
も
っ
て
合
意
を

得
た
と
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答　

応
募
の
条
件
は
、
住
民

の
意
向
把
握
だ
。
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
で
デ
ジ

タ
ル
施
策
へ
の
理
解
は
概
ね

得
ら
れ
て
い
る
と
思
う
。

問　

国
家
戦
略
特
区
指
定
の

養
父
市
が
、あ
え
て
ス
ー
パ
ー

シ
テ
イ
構
想
に
名
乗
り
を
上

げ
る
意
義
は
何
か
。

答　

先
ん
じ
る
こ
と
で
、
事

業
費
の
負
担
を
軽
減
す
る
こ

と
と
、
実
証
の
場
を
提
供
す

る
こ
と
で
、
企
業
の
支
援
も

受
け
や
す
く
な
る
。

問　

政
府
へ
の
迎
合
で
な
く

再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
食
料
、

医
療
・
福
祉
へ
の
発
想
が
ま

ず
あ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

基
礎
と
な
る
施
策
に
つ

い
て
は
、
力
を
入
れ
て
や
っ

て
い
る
。
そ
の
上
で
持
続
可

能
な
ま
ち
に
向
け
た
挑
戦
を

し
て
い
る
。

問　
養
父
市
の
森
林
環
境
譲

与
税
の
使
途
状
況
は
人
工
林

整
備
・
作
業
道
等
整
備
・
自

伐
型
林
業
研
修
・
機
械
レ
ン

タ
ル
補
助
等
と
さ
れ
て
い
る

が
、
県
下
の
市
町
に
お
い
て

は
里
山
等
整
備
・
木
材
利
用

搬
出
補
助
な
ど
、
多
項
目
に

渡
り
計
画
さ
れ
て
い
る
。
養

父
市
に
お
い
て
の
今
後
の
使

途
と
さ
れ
る
計
画
は
。

答　

経
営
管
理
権
を
取
得
し

た
上
で
間
伐
・
風
倒
木
処
理

を
実
施
し
、
森
林
の
多
面
的

機
能
・
山
地
災
害
の
未
然
防

止
、
自
伐
型
林
業
研
修
・
作

業
道
開
設
支
援
等
経
済
林
の

掘
り
起
し
を
図
る
考
え
。
危

険
木
伐
採
は
要
望
に
応
じ
公

共
性
等
精
査
し
て
検
討
す
る
。

問　
化
石
燃
料
価
格
の
高
騰

が
続
く
中
、
個
人
住
宅
に
薪

ス
ト
ー
ブ
、
農
業
施
設
の
木

質
ボ
イ
ラ
ー
設
置
に
補
助
制

度
を
設
け
て
は
。

答　

事
業
者
が
行
う
設
備
導

入
に
国
の
支
援
事
業
等
が
あ

り
、
そ
ち
ら
の
活
用
を
検
討

願
い
た
い
。
個
人
向
け
の
薪

ス
ト
ー
ブ
設
置
は
近
隣
の
市

町
に
補
助
制
度
が
あ
る
の
は

認
識
し
て
い
る
。市
民
の
ニ
ー

ズ
が
低
い
と
考
え
て
い
る
が
、

必
要
に
応
じ
検
討
す
る
。

問　
市
内
に
１
メ
ガ
程
度
の

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
を
計
画
し

ク
リ
ー
ン
な
電
力
提
供
条
件

で
企
業
誘
致
を
進
め
て
は
。

答　

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
は
木

質
の
安
定
供
給
が
重
要
で
路

網
整
備
等
必
要
、
運
搬
コ
ス

ト
も
含
め
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ

ロ
ー
の
検
討
が
不
可
欠
。
後

ろ
向
き
で
は
な
い
が
容
易
で

な
い
点
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

問　
豪
雪
災
害
に
つ
い
て
の

防
災
教
育
の
充
実
を
。

答　

地
域
貢
献
リ
ー
ダ
ー
の

育
成
は
非
常
に
大
切
で
あ

り
、
雪
害
に
つ
い
て
は
、
毎

年
念
入
り
に
重
点
的
指
導
を

し
て
い
る
。
今
年
は
多
く
の

雪
が
降
る
予
報
が
出
て
お

り
、
子
ど
も
た
ち
に
注
意
を

呼
び
か
け
、
家
庭
、
地
域
へ

は
共
に
協
働
し
て
安
全
が
守

ら
れ
る
指
導
を
進
め
て
い

く
。

問　
国
の
関
係
行
政
庁
に
対

し
「
加
齢
性
を
含
む
難
聴
者

の
補
聴
器
購
入
に
対
す
る
公

的
助
成
制
度
を
創
設
し
て
く

だ
さ
い
」
と
い
う
内
容
の
請

願
を
受
け
て
審
査
し
て
い

る
。
養
父
市
に
お
い
て
も
、

国
を
待
つ
こ
と
な
く
、
市
民

に
寄
り
添
っ
た
制
度
を
市
独

自
で
設
け
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

答　

人
は
年
を
取
る
と
体
の

い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
が
、
年

相
応
に
段
々
機
能
し
な
く
な

る
。
加
齢
性
難
聴
に
つ
い
て

の
請
願
の
内
容
は
拝
読
し
て

い
る
。
世
の
中
の
音
が
聞
こ

え
な
い
と
安
心
し
て
日
常
生

活
を
送
る
こ
と
が
で
き
な

い
。
年
を
取
っ
て
高
齢
に

な
っ
て
も
、
豊
か
な
生
活
が

し
た
い
、
楽
し
く
生
活
が
し

た
い
と
な
れ
ば
難
聴
は
解
消

さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
人
が

幸
せ
に
生
き
る
た
め
に
で
き

る
だ
け
難
聴
も
含
め
加
齢
に

至
る
障
が
い
を
、
ど
う
克
服

し
て
い
く
の
か
、
そ
れ
ら
は

行
政
と
し
て
も
、
高
齢
者
施

策
と
し
て
考
え
て
い
く
必
要

が
あ
る
。
内
部
で
議
論
し
て

進
め
て
い
く
。

真
の
ま
ち
づ
く
り
と
は

森
林
環
境
譲
与
税
で
森
林
の
環
境
活
性
化

藤原芳巳 議員

西垣　司 議員

加
齢
性
難
聴
者
に
補
聴
器
購
入
支
援
を

田村和也 議員

「
防
災
」
が
自
分
の
将
来

に
つ
な
が
る
教
育
を

ま
ち
づ
く
り
計
画
に
つ

い
て

森
林
環
境
改
善
と
非
経

済
林
を
経
済
林
に
進
化

加
齢
性
難
聴
者
に
補
聴

器
購
入
の
公
的
助
成
を

持
続
可
能
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
創
出
が
必
要
で
は
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問　
「
持
続
可
能
な
ま
ち
」

を
作
る
に
は
、
介
護
サ
ー
ビ

ス
が
自
前
で
で
き
る
こ
と
が

大
事
だ
。
市
外
の
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
（
特
養
）
に
何

人
が
入
所
さ
れ
て
い
る
か
。

答　

特
養
利
用
者
315
人
の
う

ち
47
人
が
市
外
を
利
用
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
介
護
給
付

額
約
38
億
円
の
う
ち
６
億
円

が
市
外
に
出
て
い
る
。

問　
特
養
の
待
機
者
は
150
人

だ
が
、
こ
れ
以
上
ベ
ッ
ド
は

増
や
さ
な
い
と
い
う
の
が
当

局
の
答
弁
だ
っ
た
。
そ
れ
な

ら
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
増

や
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

24
時
間
365
日
の
訪
問
介
護
事

業
を
養
父
市
に
立
ち
上
げ
る

と
決
意
を
示
し
て
ほ
し
い
。

答　

八
鹿
病
院
の
医
療
、
訪

問
看
護
、
老
人
健
康
施
設
、

リ
ハ
ビ
リ
な
ど
を
地
域
包
括

ケ
ア
の
モ
デ
ル
と
し
て
生
か

し
て
い
き
た
い
。
思
い
と
し

て
は
民
間
事
業
者
と
協
力
し

て
24
時
間
365
日
の
居
宅
サ
ー

ビ
ス
が
で
き
る
よ
う
な
仕
組

み
も
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

問　
国
家
戦
略
特
区
の
参
入

企
業
に
耕
作
放
棄
地
の
解
消

を
期
待
し
た
が
、
そ
れ
だ
け

で
は
無
理
だ
。
地
域
公
共
会

社
が
農
地
を
集
約
し
、
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
を
雇
用
し
て
復
田

に
取
り
組
み
、
市
内
の
農
業

者
や
新
規
就
農
者
に
農
地
を

貸
し
出
す
仕
組
み
が
必
要

だ
。
見
解
を
問
う
。

答　

地
域
公
共
会
社
の
本
来

の
役
割
を
提
案
い
た
だ
い

た
。
我
々
の
中
山
間
地
農
業

の
再
生
に
時
間
は
残
さ
れ
て

い
な
い
。
し
っ
か
り
と
受
け

止
め
て
内
部
で
協
議
す
る
。

問　
元
気
な
高
齢
者
が
認
知

症
予
防
・
フ
レ
イ
ル
予
防
の

た
め
に
、
健
康
施
設
や
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
ど
に
出
か
け

る
交
通
手
段
が
必
要
で
は
な

い
か
。

答　

現
行
の
支
援
制
度
で
ど

こ
ま
で
柔
軟
な
対
応
が
で
き

る
か
検
討
す
る
。
ま
た
、
元

気
な
高
齢
者
が
支
援
を
必
要

と
す
る
高
齢
者
を
支
援
す
る

仕
組
み
を
作
る
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

問　
普
通
運
転
免
許
が
な
い

ま
ま
現
在
に
至
る
方
の
就
業

支
援
と
し
て
、
免
許
取
得
奨

学
金
を
設
け
て
は
ど
う
か
。

答　

市
で
は
生
活
の
相
談
や

就
労
支
援
の
窓
口
を
設
け
て

い
る
が
、
免
許
取
得
に
関
す

る
相
談
は
な
い
。
今
後
増
え

て
く
る
よ
う
な
ら
対
応
す

る
。

問　
こ
こ
数
年
、
女
性
活
躍

推
進
法
に
基
づ
く
推
進
事
業

を
開
催
し
て
い
る
が
、
成
果

が
見
え
な
い
。
今
後
の
対
策

に
つ
い
て
問
う
。
ま
ず
、
地

域
役
員
の
女
性
枠
を
つ
く
る

可
能
性
は
あ
る
か
。

答　

市
か
ら
地
区
役
員
の
女

性
枠
を
依
頼
す
る
こ
と
は
今

の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い

が
、
会
議
の
時
間
や
曜
日
な

ど
、
女
性
だ
け
で
な
く
誰
で

も
参
画
し
や
す
い
よ
う
改
善

は
求
め
て
い
く
。

問　
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

制
度
導
入
の
可
能
性
は
。

答　

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

制
度
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

を
行
っ
た
が
、
希
望
す
る
人

は
少
な
か
っ
た
。
現
在
支
援

制
度
は
充
実
し
て
い
る
の

で
、導
入
の
可
能
性
は
な
い
。

問　
養
父
市
の
偉
人
で
池
田

草
庵
、
上
垣
守
国
が
お
ら
れ

ま
す
が
、書
籍
は
も
ち
ろ
ん
、

功
績
を
称
え
る
展
示
を
ぜ
ひ

す
べ
き
で
は
。

答　

偉
人
の
記
念
日
な
ど
に

著
作
物
、
功
績
を
称
え
紹
介

す
る
展
示
コ
ー
ナ
ー
な
ど
、

今
後
取
組
ん
で
い
く
。

問　
や
ぶ
市
民
交
流
広
場
前

の
バ
ス
停
に
、
ぜ
ひ
雨
風
を

し
の
げ
る
屋
根
付
き
の
バ
ス

停
の
設
置
が
必
要
で
は
な
い

か
。

答　

バ
ス
停
お
よ
び
バ
ス

レ
ー
ン
の
整
備
は
行
な
っ
た

が
、
待
合
室
の
設
置
に
つ
い

て
は
、
市
と
し
ま
し
て
は
、

当
初
か
ら
設
置
す
る
計
画
は

な
か
っ
た
。
今
後
の
利
用
状

況
を
見
な
が
ら
施
設
全
体
の

整
備
を
進
め
て
い
く
。

問　
乳
児
の
４
カ
月
児
健
康

診
断
時
に
、
災
害
時
の
家
庭

備
蓄
用
と
し
て
液
体
ミ
ル
ク

の
無
償
配
付
を
。

答　

基
本
的
に
は
各
家
庭
で

準
備
を
し
て
ほ
し
い
。
災
害

用
に
備
蓄
し
た
液
体
ミ
ル
ク

は
、
順
次
入
れ
替
え
す
る
必

要
が
あ
り
、
検
診
時
等
に
無

償
配
付
を
し
て
い
る
。

訪
問
介
護
事
業
へ
の
固
い
意
志
を

高
齢
者
と
女
性
の
問
題
を
問
う

淨慶耕造 議員

新
文
化
会
館
の
今
後
、
液
体
ミ
ル
ク
配
付

中島恵子 議員

川瀬　稔 議員

養
父
市
の
偉
人
の
功
績

を
称
え
る
展
示
を

生
活
困
窮
者
と
高
齢
者

の
対
策
に
つ
い
て

24
時
間
の
居
宅
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
実
現
を

耕
作
放
棄
地
の
解
消
を

地
域
公
共
会
社
の
力
で

男
女
共
同
参
画
の

推
進
に
つ
い
て
問
う

新
文
化
会
館
の
バ
ス
停

に
待
合
室
の
設
置
を

乳
児
検
診
時
に
液
体
ミ

ル
ク
の
無
償
配
付
を
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問　

大
屋
、
関
宮
の
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
は
と
も
に
老
朽
化

で
修
繕
が
頻
繁
に
発
生
し
、

社
協
は
複
合
型
拠
点
施
設
を

提
案
し
て
い
る
。
ま
ず
、
大

屋
の
移
転
を
進
め
る
べ
き

だ
。

答　

大
規
模
改
修
は
し
な
い

が
、
通
所
利
用
に
支
障
が
な

い
よ
う
修
繕
し
て
い
る
。
移

転
は
検
討
し
て
い
る
が
施
設

は
市
で
は
な
く
、
社
協
が
設

置
す
る
も
の
と
考
え
る
。

問　
宅
地
開
発
支
援
事
業
は

宅
地
分
譲
す
る
民
間
業
者
へ

補
助
し
人
気
が
あ
る
。
し
か

し
、
八
鹿
や
広
谷
に
集
中
し

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

答　

令
和
２
年
度
か
ら
始
ま

り
現
時
点
で
40
区
画
だ
が
自

治
協
単
位
で
は
八
鹿
20
、
高

柳
５
、
広
谷
15
で
あ
る
。
事

業
対
象
は
中
学
校
の
徒
歩
通

学
範
囲
ま
た
は
、
市
役
所
と

地
域
局
を
結
ぶ
国
道
県
道
沿

線
の
集
落
と
し
て
い
る
。

問　

こ
れ
で
は
小
佐
や
宿

南
、
建
屋
、
西
谷
、
南
谷
、

出
合
、
熊
次
な
ど
周
辺
地
域

は
対
象
外
で
さ
ら
に
過
疎
化

が
進
む
。
実
際
に
20
年
国
勢

調
査
で
も
旧
大
屋
町
と
旧
関

宮
町
は
人
口
減
少
率
が
旧
八

鹿
町
や
旧
養
父
町
よ
り
高
い

（
◎
別
表
）。
周
辺
地
域
に
行

政
主
導
で
財
源
投
入
し
、
思

い
切
っ
た
若
者
定
住
へ
の
住

宅
政
策
に
取
組
む
べ
き
だ
。

答　

市
有
地
の
転
用
も
考
え

ら
れ
る
。
市
民
か
ら
土
地
提

供
が
あ
れ
ば
可
能
で
あ
る
。

問　
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
基

盤
に
し
た
太
陽
光
発
電
に
よ

る
河
川
か
ら
の
農
業
用
水
の

ポ
ン
プ
ア
ッ
プ
や
農
地
に
支

柱
を
立
て
て
上
部
空
間
に
太

陽
光
発
電
設
備
を
設
置
し
太

陽
光
を
農
業
生
産
と
発
電
と

で
共
有
す
る
「
営
農
型
太
陽

光
発
電
」
な
ど
の
ス
マ
ー
ト

農
業
は
ど
う
か
。

答　

農
業
用
水
を
ポ
ン
プ

ア
ッ
プ
す
る
に
は
多
く
の
太

陽
光
パ
ネ
ル
の
設
置
が
必
要

で
あ
り
、
営
農
型
太
陽
光
発

電
は
水
稲
に
は
向
か
な
い

が
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活

用
を
促
進
す
る
こ
と
は
今
後

の
営
農
に
は
必
要
で
あ
る
。

問　
蛇
紋
岩
米
、
温
石
米
の

栽
培
地
の
一
つ
で
あ
る
市
内

三
宅
地
区
、
八
木
地
区
の
八

木
川
沿
い
の
農
業
水
路
の
基

礎
部
が
抜
け
、
水
路
や
水
路

の
管
理
道
も
危
険
な
状
況
に

あ
る
。
早
急
に
農
業
水
路
の

改
修
を
図
り
、
農
業
の
担
い

手
確
保
に
つ
な
げ
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

答　

今
回
現
地
調
査
を
し
て

確
認
し
た
。
今
後
の
支
援
に

つ
い
て
検
討
し
た
い
。

問　
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
は

供
用
開
始
し
て
７
年
が
経
過

し
た
。
特
に
屋
上
に
設
置
し

た
設
備
機
器
の
徹
底
し
た
メ

ン
テ
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答　

指
摘
さ
れ
た
設
備
機
器

も
含
め
、
今
後
と
も
点
検
を

徹
底
し
て
い
き
た
い
。

問　
市
公
共
施
設
総
合
管
理

計
画
で
適
正
化
管
理
に
つ
い

て
平
成
28
年
度
よ
り
10
年
間

の
計
画
を
策
定
、
公
共
物
の

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
は
30
年
か

ら
60
年
と
長
く
中
長
期
的
な

計
画
が
必
要
で
、
平
成
28
年

度
か
ら
30
年
度
の
３
年
を
集

中
取
組
み
期
間
と
し
て
、
施

設
の
性
能
・
方
向
性
・
基
本

姿
勢
等
の
検
討
を
行
い
老
朽

施
設
の
対
応
を
含
め
計
画
し

て
い
る
。
総
合
管
理
、
適
正

化
計
画
等
の
実
施
状
況
に
つ

い
て
市
長
の
見
解
を
問
う
。

答　

公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
で
、
建
物
を
40
年
間
で

48
％
削
減
す
る
目
標
計
画
に

沿
っ
て
進
め
て
い
く
が
、
適

正
管
理
計
画
を
含
め
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
し
な
が
ら
市
民

の
理
解
を
得
る
ま
で
覚
悟
を

も
っ
て
努
力
し
、
厳
し
い
財

政
の
中
、
持
続
可
能
な
ま
ち

づ
く
り
を
や
っ
て
い
く
。

問　

上
下
水
道
施
設
に
つ
い

て
市
の
管
路
の
総
延
長
は
上

下
水
道
共
長
く
、
管
路
材
耐

用
年
数
に
よ
る
更
新
問
題
、

ま
た
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
の
老
朽

化
は
全
国
的
な
課
題
で
、
現

状
と
今
後
の
取
組
み
を
問
う
。

答　

市
管
理
担
当
課
は
ロ
ー

コ
ス
ト
に
つ
な
が
る
維
持
管

理
を
し
て
い
る
。
管
路
材
の

経
過
年
数
は
20
年
か
ら
40
年

が
250
㎞
と
多
く
、
更
新
時
期

判
断
の
40
年
以
上
は
約
30
㎞

に
な
る
。
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
枚

数
は
１
万
４
千
枚
あ
り
耐
用

年
数
は
車
道
部
で
15
年
、
他

は
30
年
を
目
途
に
し
て
い

る
。
蓋
は
市
章
で
表
示
、
デ

ザ
イ
ン
蓋
の
検
討
も
必
要
か

と
考
え
る
。

介
護
施
設
移
転
と
若
者
定
住
策
の
転
換
を

日
本
一
農
業
の
し
や
す
い
ま
ち
の
実
現
を

市
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
に
つ
い
て

津﨑和男 議員

田路之雄 議員

植村和好 議員

安
心
安
全
な
通
所
介
護

を

ス
マ
ー
ト
農
業
と
農
地

の
環
境
整
備
に
つ
い
て

周
辺
地
域
に
も

宅
地
分
譲
事
業
を

◎５年間の養父市の人口減少　　　（単位：人）

2020 年 2015 年 減少数 減少率

旧八鹿町 9,388 10,111 723 7.15%

旧養父町 6,565 7,144 579 8.10%

旧大屋町 3,104 3,533 429 12.14%

旧関宮町 3,072 3,500 428 12.23%

養父市合計 22,129 24,288 2,159 8.89%

※令和２年国勢調査より抜粋

給
食
セ
ン
タ
ー
の
設
備

機
器
の
維
持
管
理

市
公
共
施
設
適
正
化
管

理
計
画
に
つ
い
て

上
下
水
道
施
設
資
産
の

現
状
と
将
来
に
つ
い
て
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問　
指
定
管
理
施
設
を
総
点

検
し
、
現
場
を
見
て
状
況
を

検
証
し
必
要
な
公
共
施
設
の

在
り
方
を
検
討
す
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

答　

そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
す

で
に
や
っ
て
い
る
。
施
設
は
養

父
市
の
も
の
で
あ
り
し
っ
か
り

運
営
し
て
い
く
。施
設
の
機
能
、

必
要
性
は
時
代
の
流
れ
の
中
で

適
時
見
直
し
て
い
く
。

問　
３
人
目
の
子
ど
も
が
生

ま
れ
た
こ
と
で
公
的
理
由
に

よ
り
2
人
目
が
子
ど
も
園
を

退
所
に
な
っ
た
。
子
育
て
支

援
の
観
点
か
ら
ど
う
考
え
て

い
る
か
。

答　

子
育
て
に
つ
い
て
は
家

庭
に
よ
っ
て
考
え
方
、
事
情

が
あ
り
、
子
育
て
支
援
ニ
ー

ズ
は
多
様
化
し
て
い
る
が
そ

れ
ぞ
れ
に
応
え
て
い
る
。

問　
４
年
目
を
迎
え
た
小
規

模
特
認
校
に
つ
い
て
ど
の
様

に
評
価
し
て
い
る
の
か
。

答　
（
市
長
）
学
校
と
地
域

が
連
携
し
て
活
性
化
し
て
い

く
こ
と
を
目
指
す
。
今
の
学

校
と
地
域
の
協
力
関
係
が
出

て
き
て
い
る
と
評
価
す
る
。

（
教
育
長
）
学
校
と
地
域
が

密
接
に
つ
な
が
っ
た
取
組
と

特
色
あ
る
教
育
が
魅
力
と
な

り
児
童
数
が
増
え
て
い
る
。

教
育
が
活
性
化
し
、
地
域
と

学
校
の
連
携
の
取
れ
た
教
育

活
動
が
進
化
し
続
け
て
い
る

と
評
価
す
る
。

問　
小
規
模
特
認
校
の
募
集

人
数
対
策
を
ど
の
様
に
考
え

て
い
る
の
か
。

答　

住
宅
問
題
も
考
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
が
地
域
の
協

力
な
し
で
は
出
来
な
い
と
考

え
る
。

問　
市
で
生
ま
れ
育
っ
た
若

者
が
地
元
に
帰
っ
て
こ
な
い

事
も
人
口
減
少
の
要
因
の
一

つ
。
若
者
の
意
見
を
行
政
と

し
て
把
握
し
、
生
か
す
こ
と

が
必
要
で
は
な
い
か
。

答　

若
者
に
限
定
し
た
調
査

は
し
て
い
な
い
が
、
今
後
は

市
民
全
体
の
ア
ン
ケ
ー
ト
や

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
の
機
会

を
通
じ
て
把
握
に
努
め
た

い
。

問　
若
い
世
代
に
人
気
の
あ

る
ゲ
ー
ム
や
ア
ニ
メ
関
連
の

企
業
誘
致
や
サ
テ
ラ
イ
ト
オ

フ
ィ
ス
の
開
設
に
力
を
入
れ

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

誘
致
に
は
企
業
に
市
が

選
ば
れ
る
必
要
が
あ
る
。
新

た
に
養
父
市
版
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
事
業
と
し
て
市
内
企

業
と
連
携
し
て
市
の
魅
力
を

伝
え
、
市
外
の
企
業
に
選
ば

れ
る
よ
う
努
め
て
い
る
。

問　
コ
ロ
ナ
禍
は
地
方
分
散

の
き
っ
か
け
で
あ
り
、
若
者

流
出
を
転
換
さ
せ
る
好
機
で

あ
る
と
捉
え
る
。
基
金
の
活

用
や
体
制
強
化
な
ど
図
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

答　

力
を
入
れ
る
べ
き
時
期

で
あ
る
こ
と
は
認
識
し
て
い

る
。
現
状
で
も
十
分
な
制
度

を
設
け
て
お
り
、
そ
の
制
度

が
う
ま
く
回
る
よ
う
に
努
め

て
い
き
た
い
。

問　
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン

ス
や
子
育
て
支
援
な
ど
、
若

者
が
働
き
や
す
い
と
感
じ
る

企
業
が
市
内
に
増
え
る
こ
と

も
、
養
父
市
で
働
く
魅
力
に

つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
。

答　

働
き
方
改
革
推
進
条
例

を
制
定
し
そ
の
よ
う
な
企
業

の
取
組
に
も
支
援
を
行
っ
て

い
る
。
少
し
ず
つ
だ
が
浸
透

し
て
き
て
い
る
と
感
じ
る
。

問　
施
設
園
芸
や
畜
産
分
野

の
若
手
農
業
者
が
Ｉ
Ｔ
機
器

な
ど
の
導
入
を
す
す
め
、
経

営
環
境
の
向
上
と
農
業
所
得

の
増
大
を
実
現
さ
せ
る
た
め

に
、
ス
マ
ー
ト
農
業
に
つ
い

て
の
補
助
制
度
が
必
要
だ
。

答　

ス
マ
ー
ト
農
業
が
時
代

の
要
請
と
し
て
重
き
を
な
し

て
く
る
。
儲
け
る
農
業
が
必

要
だ
。
独
自
の
支
援
策
が
必

要
と
考
え
る
。
新
し
い
技
術

を
手
軽
に
活
用
で
き
る
市
独

自
の
支
援
策
が
よ
い
。
来
年

の
予
算
に
な
る
べ
く
反
映
し

た
い
。
中
身
に
つ
い
て
は
現

在
検
討
中
で
あ
る
。

問　
民
生
委
員
の
定
数
を
23

名
も
削
減
す
る
案
が
示
さ
れ

て
い
る
。

答　

来
年
度
の
改
選
に
む
け

国
の
基
準
か
ら
乖
離
（
か
い

り
）
し
て
い
る
市
町
に
県
か

ら
指
導
を
受
け
て
い
る
。

問　
逆
に
委
員
の
な
り
手
や

活
動
の
不
足
を
引
き
起
し
、

市
全
体
の
福
祉
の
後
退
を
市

民
に
印
象
付
け
る
。
定
数
決

定
や
委
嘱
事
務
は
市
長
に
裁

量
権
が
あ
る
。
高
齢
化
や
谷

筋
が
多
い
と
い
う
実
情
を
配

慮
し
た
養
父
市
で
の
必
要
な

定
数
を
県
に
具
申
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

答　

県
が
示
す
削
減
数
を
そ

の
ま
ま
適
用
す
る
考
え
は
な

い
。
市
に
と
っ
て
必
要
な
ら

現
行
の
定
数
104
名
を
維
持
し

て
よ
い
。
柔
軟
に
対
応
し
た

い
。
担
当
も
そ
の
よ
う
な
形

で
進
め
て
い
く
と
思
う
。

日
本
一
の
福
祉
と
子
育
て
・
小
規
模

特
認
校
に
つ
い
て

足立隆啓 議員

若
者
に
魅
力
的
な
仕
事
を
養
父
市
に

若
手
農
業
者
支
援
と
民
生
委
員
に
つ
い
て

谷垣　満 議員

深澤　巧 議員

若
い
世
代
に
魅
力
的
な

仕
事
の
創
出
に
つ
い
て

ス
マ
ー
ト
農
業
導
入

支
援
に
つ
い
て

民
生
児
童
委
員
の

定
数
改
正
に
つ
い
て

指
定
管
理
施
設
と

子
育
て
に
つ
い
て

小
規
模
特
認
校
の

現
状
に
つ
い
て
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南但広域行政事務組合議会報告

　11月15日（月）、朝来市議会の改選に伴う南
但広域行政事務組合議会の構成を変更するた
め開催した。

◎議長の選挙
　指名推選により、西本英輔議員が選任され
た。

◎議会運営委員会委員の選任
　上田幸広議員、竹浦昭男議員、藤原正伸議員、
瀬原敬樹議員が選任され、委員長に上田幸広
議員、副委員長に竹浦昭男議員が互選された。

◎総務委員会委員の選任
　植村和好議員、横尾正信議員、加藤貴之議員、
田路之雄議員、竹浦昭男議員、藤原正伸議員、
関綾乃議員、藤原芳巳議員、瀬原敬樹議員、
上田幸広議員、西田雄一議員、西本英輔議員
の12人全員が選任され、委員長に植村和好議
員、副委員長に横尾正信議員が互選された。

◎南但広域ごみ処理計画特別委員会委員の選任
　正副議長を除く10人の議員が選出され、委
員長に藤原正伸議員、副委員長に田路之雄議
員が互選された。

※　副議長に西田雄一議員（養父市議長）
　　監査委員に藤原芳巳議員（養父市副議長）
　　太字：養父市議員

公立八鹿病院組合議会報告

　12月22日（水）に開催し、議案４件を審議

し原案のとおり可決した。

◎個人情報保護条例の一部改正
　デジタル庁設置法の改正に伴い、八鹿病院
個人情報保護条例第35条第２項に規定する「総
務大臣」を「内閣総理大臣」に改める。

◎医師修学資金貸与条例の一部改正
　八鹿病院において医師の業務に従事した期
間が継続従事期間に達したとき返還が免除さ
れる。基幹施設と認定を受けた研修プログラ
ムに属するものが当該他院にて研修を実施し
た期間は継続従事期間に含む。

◎令和３年度病院事業会計補正予算（第３号）
　収益的収入9,509万円減、収益的支出１億
6,489万円減、要因は新型コロナ対策による診
療制限等の患者数の減。資本的収入36万円増、
要因は新型コロナ関連補助金の増等によるも
の。

◎一般質問
　４人の議員から次の一般質問があった。
①昨年導入された高額医療機器である血管撮
影装置の使用状況について
②八鹿病院の看護師の複雑多忙な勤務実態に
ついて
③病院組合の中期展望について
④八鹿病院の発信力の強化について
⑤新型コロナウイルス感染症対策とワクチン
接種について
⑥八鹿病院ニュースについて
⑦意見箱と患者アンケートについて
⑧院内外連携について
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　11月４日（木）、「広報紙やホームページ等
を活用した市の情報発信について」情報セン
ターの現地調査を行うとともに情報課より説
明を受け、調査を行った。

　情報センターは、ＣＡＴＶ、インターネッ
ト事業や地区ＴＶ共聴施設と有線放送電話施
設撤去費など、総事業費52億5,000万円をかけ
整備され、平成12年７月に設立し、平成13年
４月１日から本放送を開始した。
　情報課の主な業務は、広報紙の発行、ホー
ムページ、ＳＮＳ、ネットワークの管理やケー
ブルテレビ放送、防災行政告知放送、報道各
社への定例会見など、多岐に渡っている。
　広報紙の「広報やぶ」は、毎月15日に発行し、
9,900冊を配付。行政情報や地域の話題を市民
に伝える役割を担っている。
　ホームページは、令和元年10月にスマート
フォンの閲覧増などのためリニューアルを行
い、アクセス数は、令和３年４月から９月の
期間で約49万回となり、令和２年度の同時期
より約1.5倍増加している。これは、リニュー
アル効果や、コロナ禍により新型コロナウイ
ルス対策やワクチン関連の情報へのアクセス
数の増加が要因と考えられる。
　フェイスブックは、地域の話題等をリアル
タイムで利用者に伝えるため、平成24年度か
ら運用開始。内容は情報課職員が投稿してい
る。
　また、市役所や各地域局、出先機関等を結
ぶ庁内イントラを維持管理するため、パソコ
ン及びネットワーク機器の保守管理を行って
いる。情報漏洩防止対策として、ＬＧＷＡＮ（総
合行政ネットワーク）とインターネットの分
離、セキュリティ対策として、行政事務系端
末でのＵＳＢメモリの使用禁止や管理者権限
付与不可、インターネット閲覧の制限などを
実施している。

　ケーブルテレビ放送は、伝送路や設備の老
朽化、テレビ放送及びインターネットの大容
量、高速化の技術革新など、市の公営施設で
は対応が困難となり、平成27年度から29年度
にかけてｅо光サービス（（株）オプテージ）
に移行し民営化された。それにより、インター
ネットの高速化、テレビの多チャンネル化な
ど、サービスの向上が図られている。

　情報課の業務は、行政情報や身近な地域
の話題を市民に伝え、市民と市役所との太
いパイプ役を担っている。
　ケーブルテレビの自主放送番組「ふれあ
いネット」は、映像効果をともなう地域の
魅力や行政及び防災情報等の発信が地域づ
くりに貢献している。このような直営の自
主番組は県下でも数少ない。
　また、市内小中学校等の施設見学や取材
で市民と接する機会も多い。これからも市
民に親しまれる番組制作を期待する。
　デジタル技術の進歩は目まぐるしく、ネッ
トワーク機器などの整備や更新、セキュリ
ティ対策の強化が必要である。さらに、情
報課職員の専門性を高める研修や技能養成
を行うなどの予算確保が必要である。今後、
自治体ＤＸを推進していく中では、デジタ
ル推進室とより連携した取組を進められた
い。

まとめ
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　11月10日（水）、市内の道路・河川等公共施
設の適正な維持管理及び市道整備事業の各方
面からの要望を踏まえた現状と今後について、
土地利用未来課と建設課より説明を受け調査
を行った。
（１）公共施設等の適正な維持管理について
　土地利用未来課所管分では、市有地及び市
営住宅の空き家の除草や樹木伐採等の要望が
多く、限られた予算のなかで必要性と緊急性
を考慮して適宜対応している。各方面からの
要望書の提出時期や内容に一定の決まりがな
く、優先順位はつけられない状況である。
　国・県への要望のうち、砂防事業及び急傾
斜地崩壊対策事業については、保全対象や執
行環境の状況（地元同意の成熟度）等を考慮し、
採択要件を満たしたものに優先順位をつけて
県に要望し、県が現地調査結果や事業評価を
経て事業箇所を決定している。
　道路や河川事業の要望については、迅速な
対応を取って頂く内容にしている。また、市
民からの要望については、緊急性・公共性を
考慮し、区を通じての要望を依頼している。
　空間ＩＴ基盤情報システムについては、各部
局の職員が参加し利活用検討会等を行い、全
職員のＰＣにアイコンを掲示するなど利用促
進を図っており、今後、本システムの内容を
さらに充実させていく予定である。
　建設課所管分における道路、河川等施設に関
する要望は、年間延べ約100地区等から200項
目程度あり、それぞれに回答している。案件を、
至急対応、年度内対応、来年度以降検討の３
段階程度に仕分けし、特に多額の事業費が見
込まれる事業については、翌年の予算編成時
に緊急性、必要性、事業費等を勘案し、予算
確保に努めている。道路の路面陥没等、至急
対応しなければならない事案や簡易に対応で
きる事案については、速やかに対応している。
　治山堰堤等の要望については、兵庫県朝来

農林振興事務所に繋いでいるが、県対応の要
望も多く、現在、治山堰堤76箇所が未整備と
なっているが実施時期は未定である。
　市内の橋梁維持管理については、581橋の点
検を３年間に分けて実施している。また、定
期点検は５年に１回を基本として行っている。
（２）市道等整備事業について
　令和３年度実施事業については、国庫補助
事業として、市道朝倉高柳線道路改良事業及
び市道小路頃鹿倉口線他１路線道路改良事業
を実施している。また、市単独事業としては、
大屋町門野、鉄屋米地、吉井及び大屋町横行
等で道路改良事業を発注または発注予定とし
ているが、河川改修や道路改良など、令和４
年度に送る予定の事業もある。
　来年度以降、道路整備に新規事業着手箇所
として、八鹿町朝倉他、下網場、上薮崎、畑
等を計画している。

　地区、諸団体等からの道路や河川施設へ
の要望は多く、土地利用未来課所管分では、
市有地・市営住宅の空き家周辺についての
除草や樹木伐採の要望が多く提出されてい
る。市民からの要望等への対応については、
①受付期間を四半期、半期毎等などに分け
て定める。②集計整理を全庁的にする。③
要望書の様式を統一して、事務手続きの簡
素化とデータベース化を進めるなど、要望
対応への迅速化を図る必要がある。また、
市民からの要望等は、所管部局にとって非
常に貴重な調査資料であり情報である。現
場の実情と市民生活に直結した情報であり、
今後の改良や改修の参考資料にもなり得る
ため、慎重な取り扱いが望まれる。
　ＩＴ基盤情報システムは、利便性向上へ
向けて取り組んでいるが、一般市民にも利
活用できるものになることを期待する。
　まち整備部は、災害発生時の対応におい
てハード事業を所管する部局であり、専門
職を含めて人的パワーの必要性を強く感じ
る。体制強化を検討願いたい。

まとめ
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あ
と
が
き

　
成
人
を
迎
え
た
234
名
の
皆
様
、
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍

で
の
式
典
の
開
催
に
あ
た
り
、
新
成

人
の
皆
様
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、

主
催
す
る
養
父
市
当
局
や
関
係
者
、

そ
し
て
何
よ
り
保
護
者
の
方
々
に
お

か
れ
ま
し
て
は
大
変
な
不
安
の
中
に

あ
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
情
勢
下
で
迎
え
る
成
人
式
も
貴

重
な
体
験
と
し
て
、
今
後
の
人
生
に

活
か
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
願
う
も

の
で
す
。
昨
年
末
よ
り
但
馬
の
冬
ら

し
い
積
雪
と
同
時
に
、
全
世
界
的
に

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
流
行
が
騒
が
れ
、

社
会
は
再
び
混
迷
の
中
に
突
入
し
つ

つ
あ
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
対
策
に
加
え
、

除
雪
や
消
雪
に
関
連
す
る
社
会
的
コ

ス
ト
が
増
大
し
て
い
ま
す
。
一
方
で

感
染
症
や
自
然
災
害
な
ど
に
ど
う
対

峙
す
べ
き
か
、
学
び
も
あ
っ
た
と
感

じ
て
い
ま
す
。
新
年
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、
養
父
市
の
益
々
の
発
展
と
と

も
に
、
市
民
の
皆
様
の
ご
健
康
と
ご

多
幸
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　

議
会
広
報
特
別
委
員
会

　
　
　
　

委
　

員
　

長
　
瀬
原

　
敬
樹

副
委
員
長
　
足
立
　
隆
啓

委
　
　
員
　
植
村
　
和
好

　
西
垣
　
　
司

　
淨
慶
　
耕
造

　
津
﨑

　
和
男

　
藤
原

　
芳
巳

　

こ
の
た
び
、
養
父
市
で
成

人
の
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
、
大
変
う
れ
し
く
思
い
ま

す
。
今
日
ま
で
の
二
十
年
間
、

家
族
や
友
人
、
地
域
の
方
々

に
支
え
て
い
た
だ
き
な
が

ら
、
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学

び
、
人
と
し
て
大
き
く
成
長

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

私
は
現
在
、
防
災
学
を
中

心
に
、
地
域
の
抱
え
る
課
題

や
、
社
会
の
持
続
可
能
性
に

つ
い
て
研
究
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
大
学
で
得
る
「
学
び
」

は
、
自
身
が
担
い
手
と
な
っ

た
と
き
に
地
域
に
還
元
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

成
人
と
な
っ
た
今
、
そ
し

て
こ
れ
か
ら
は
、
支
え
ら
れ

て
ば
か
り
で
は
な
く
、
地
域

を
支
え
、
社
会
に
貢
献
し
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
将
来

を
担
う
若
者
と
し
て
、
学
ぶ

姿
勢
を
忘
れ
ず
に
、
こ
れ
か

ら
の
人
生
を
歩
ん
で
い
き
ま

す
。

上小田

西
にし や ま

山 　翔
しょう

　

コ
ロ
ナ
禍
で
の
開
催
に
心

配
も
あ
り
ま
し
た
が
、
私
が

生
ま
れ
育
っ
た
養
父
市
で
成

人
式
を
迎
え
ら
れ
る
こ
と
が

で
き
て
、
と
て
も
嬉
し
く
思

い
ま
す
。

　

私
は
今
、
県
外
の
大
学
に

進
学
し
て
養
父
市
を
離
れ
て

生
活
を
し
て
い
ま
す
。
新
天

地
で
の
生
活
は
苦
で
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、ふ
と
「
養

父
に
帰
り
た
い
な
」「
地
元
の

人
た
ち
は
元
気
に
し
て
い
る

か
な
」
と
感
じ
る
時
が
あ
り

ま
す
。
地
元
を
離
れ
て
、
養

父
市
の
地
域
の
方
々
や
家
族

の
温
か
さ
を
改
め
て
感
じ
ま

し
た
。
そ
し
て
、
た
く
さ
ん

の
方
々
に
支
え
ら
れ
て
今
の

私
が
い
る
こ
と
を
実
感
し
ま

し
た
。

　

私
の
ふ
る
さ
と
が
養
父
市

で
あ
る
こ
と
を
誇
り
に
思
っ

て
、
今
度
は
私
が
誰
か
の
支

え
に
な
れ
る
よ
う
に
新
成
人

と
し
て
の
一
歩
を
踏
み
出
し

た
い
で
す
。

堀　畑

杢
も く ぼ

保　美
み か

華

　

晴
れ
て
養
父
市
で
成
人
式

を
迎
え
ら
れ
る
こ
と
を
嬉
し

く
思
い
ま
す
。
こ
こ
ま
で
育

て
て
く
れ
た
家
族
や
地
域
の

方
々
、
友
人
や
先
生
方
に
は

心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
今
、
目
標
の
実
現
の

た
め
に
大
阪
へ
出
て
い
ま

す
。
そ
の
中
で
感
じ
る
こ
と

は
養
父
市
の
あ
た
た
か
さ
で

す
。
帰
る
と
い
つ
も
「
お
帰

り
な
さ
い
。」
と
笑
顔
で
声
を

か
け
て
く
だ
さ
り
、
こ
の
よ

う
な
恵
ま
れ
た
環
境
で
育
て

て
い
た
だ
い
た
こ
と
は
私
の

誇
り
で
す
。

　

社
会
人
の
仲
間
入
り
が
出

来
た
喜
び
と
同
時
に
気
を
引

き
締
め
、
お
世
話
に
な
っ
た

方
々
に
恩
返
し
が
出
来
る
よ

う
、
自
ら
の
目
標
に
近
づ
く

た
め
の
努
力
を
重
ね
て
実
現

へ
向
か
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

新　津

上
うえ が き

垣 　蓮
れん

　

私
は
、
こ
の
成
人
の
日
を

健
や
か
に
迎
え
ら
れ
た
こ
と

を
と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま

す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
で
、
思
う
よ
う
に
大
学

生
活
が
送
れ
な
い
中
で
は
あ

り
ま
す
が
、
そ
の
よ
う
な

状
況
で
も
自
分
の
未
来
に
向

か
っ
て
精
一
杯
努
力
で
き
る

の
は
、
私
の
故
郷
、
養
父
市

で
の
教
育
の
お
か
げ
だ
と
思

い
ま
す
。
自
然
の
雄
大
さ
を

感
じ
ら
れ
る
養
父
市
で
育
っ

た
か
ら
こ
そ
、
今
の
自
分
が

あ
る
の
だ
と
改
め
て
深
く
実

感
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
今
ま
で
私
を
育

て
て
く
だ
さ
っ
た
両
親
を
は

じ
め
、
養
父
市
の
皆
様
に
は

本
当
に
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。
こ
の
御
恩
は
、
自
分
が

立
派
な
大
人
に
な
り
、
養
父

市
に
貢
献
す
る
こ
と
で
返
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

三　宅

西
にしたに

谷　拓
た く ま

馬


